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外
務
省
職
員
に
よ
る
情
報
操
作
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
七
月
二
十
二
日
の
東
京
新
聞
二
十
五
面
に
、
「
本
音
の
コ
ラ
ム

情
報
操
作
」
と
の
題
の
、
元
外
務
省
主
任
分
析
官
で

あ
る
佐
藤
優
氏
の
寄
稿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
外
務
審
議
官
、
駐
ロ
大
使
を
歴
任
し
た
丹
波
実
氏
の
回
想
録
『
わ
が
外
交
人
生
』
（
中
央
公
論
新
社
）
に
、
情
報
操
作
術

に
関
す
る
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。

『
ブ
リ
ー
フ
の
際
あ
ま
り
質
問
さ
れ
た
く
な
い
、
追
及
さ
れ
た
く
な
い
と
い
う
案
件
の
場
合
、
ど
の
時
間
帯
を
選
ぶ
か
が
重

要
。
午
前
十
一
時
半
が
正
解
で
あ
る
。
五
分
間
の
ブ
リ
ー
フ
だ
け
で
、
一
斉
に
飛
び
出
し
て
い
く
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
正
午
の
ニ
ュ
ー

ス
が
あ
り
、
新
聞
は
夕
刊
の
締
め
切
り
を
む
か
え
て
い
る
』

『
反
対
に
じ
っ
く
り
聞
い
て
欲
し
い
ブ
リ
ー
フ
は
、
普
段
の
日
の
午
後
三
時
頃
が
い
い
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
夜
七
時
の

ニ
ュ
ー
ス
は
、
翌
日
の
朝
刊
の
報
道
ぶ
り
を
引
っ
ぱ
る
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
記
者
と
の
関
係
を
通
じ
て
う
ま
く
や
る
こ
と
が
可

能
』丹

波
氏
は
、
外
務
官
僚
が
記
者
を
操
作
す
る
こ
と
は
当
然
と
考
え
、
『
プ
レ
ス
と
わ
れ
わ
れ
は
持
ち
つ
も
た
れ
つ
の
関
係
で

（
中
略
）
う
ま
く
助
け
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
利
用
あ
る
い
は
利
用
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
』
と
う
そ
ぶ
く
。

一



こ
の
記
述
は
丹
波
氏
が
国
連
局
長
当
時
、
課
長
級
の
中
堅
幹
部
に
対
す
る
講
義
の
メ
モ
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。
外
務
省
が

組
織
的
に
情
報
操
作
を
行
っ
て
い
る
こ
と
の
重
要
証
拠
だ
。

ま
た
、
丹
波
氏
は
自
ら
が
極
秘
情
報
の
漏
洩
し
た
事
実
を
認
め
て
い
る
。
国
民
の
知
る
権
利
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
丹
波

氏
を
国
会
に
招
致
し
、
外
務
官
僚
の
リ
ー
ク
と
情
報
操
作
に
つ
い
て
徹
底
的
に
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
」

右
の
記
事
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

外
務
省
と
し
て
、
前
文
の
記
事
を
読
み
、
そ
の
内
容
を
把
握
し
て
い
る
か
。

二

前
文
の
記
事
の
中
で
は
、
丹
波
實
元
外
務
審
議
官
の
著
書
『
わ
が
外
交
人
生
』
の
中
の
記
述
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
丹
波

氏
は
、
著
書
の
中
に
あ
る
よ
う
に
、
か
つ
て
外
務
省
国
連
局
長
を
務
め
て
い
た
と
承
知
す
る
が
、
そ
の
時
期
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

三

丹
波
氏
の
著
書
の
百
十
七
ペ
ー
ジ
に
、
「
な
お
、
筆
者
の
国
連
局
長
当
時
に
課
長
、
首
席
事
務
官
を
務
め
た
人
た
ち
二

〇
〜
三
〇
人
ほ
ど
が
と
き
ど
き
集
ま
っ
て
先
輩
幹
部
の
失
敗
談
な
ど
を
聞
く
会
が
あ
っ
た
。
筆
者
が
こ
の
会
で
話
を
し
た
メ

モ
（
時
期
不
明
）
が
た
ま
た
ま
の
こ
っ
て
い
る
の
で
こ
れ
を
こ
の
章
の
最
後
に
載
せ
て
お
き
た
い
。
」
と
の
記
述
の
後
に
、

「
丹
波
實

国
連
局
長
講
話
」
と
の
小
見
出
し
が
あ
り
、
そ
の
中
で
百
二
十
三
ペ
ー
ジ
の
「
四

プ
レ
ス
と
の
関
係
」
と
の

二



小
見
出
し
で
、
前
文
の
記
述
へ
と
続
い
て
い
る
が
、
丹
波
氏
が
国
連
局
長
時
代
、
右
の
よ
う
な
「
講
話
」
を
行
っ
た
と
い
う

事
実
は
あ
る
か
。

四

三
の
講
話
は
、
対
外
的
に
オ
ー
プ
ン
に
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
さ
れ
て
い
た
も
の
か
。

五

前
文
の
記
事
の
中
に
あ
る
よ
う
に
、
外
務
省
と
し
て
、
午
前
十
一
時
半
に
報
道
関
係
者
へ
の
ブ
リ
ー
フ
を
行
う
と
い
う
事

実
は
あ
る
か
。

六

五
で
、
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
く
も
の
か
。
丹
波
氏
が
著
書
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
ま
り

質
問
を
さ
れ
た
く
な
い
、
追
及
さ
れ
た
く
な
い
案
件
に
つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
を
行
う
場
合
に
、
こ
の
時
間
帯
を
選
ぶ
の
か
。

七

前
文
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
、
外
務
省
と
し
て
、
午
後
三
時
頃
に
報
道
関
係
者
に
ブ
リ
ー
フ
を
行
う
と
い
う
事
実
は
あ
る

か
。

八

七
で
、
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
く
も
の
か
。
丹
波
氏
が
著
書
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
じ
っ
く

り
と
報
道
関
係
者
に
聞
い
て
ほ
し
い
外
交
案
件
に
つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
を
行
う
場
合
に
、
こ
の
時
間
帯
を
選
ぶ
の
か
。

九

前
文
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
、
外
務
省
と
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
午
後
七
時
の
ニ
ュ
ー
ス
が
翌
日
の
朝
刊
の
報
道
ぶ
り
を
リ
ー

ド
す
る
こ
と
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
と
の
関
係
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

三



十

前
文
の
記
事
に
書
か
れ
て
い
る
、
外
務
省
職
員
に
よ
る
情
報
操
作
は
、
同
省
の
方
針
と
し
て
各
職
員
に
指
示
を
し
、
行
わ

せ
て
い
る
も
の
か
。

十
一

十
で
、
そ
う
で
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
適
切
か
。
外
務
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


